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５月中旬から６月初めまでの２週間に死亡災害が多発 

―死亡災害の根絶に向けて緊急要請を行いました― 

 

○ 愛媛県では５月中旬から６月初めまでの２週間に労働災害によって４人の方

が亡くなっており、平成27年の労働災害による死亡者数は６月１日現在で６人

となっています。 

 

○ 今年発生した死亡災害は、貨物自動車での荷役中の墜落災害、フォークリフト

での荷役中のはさまれ災害、移動式クレーン仕様の建設機械での荷役中における

つり荷の激突災害など、全て貨物自動車か荷役・運搬機械が関わっています。 

 

○ 愛媛労働局では、管内の労働基準監督署に対し、労働災害防止に向けた監督指

導、個別指導等の効果的な実施を指示するとともに、各種団体等へ死亡災害の根

絶に向けて緊急要請を行いました。 

 

愛媛労働局では、年間死亡者数を９人以下とすること及び年間死傷者数を平成24年と比べ

９％以上減少させることを平成 27年の目標に掲げ、現在、「アンダー９（ナイン）運動」と

称して労働災害防止対策の推進に取り組んでいるところですが、６月１日現在、労働災害に

よる死亡者は６人となっており、昨年同期と比べ１人増加しています。 

今年発生した全ての死亡災害に貨物自動車か荷役・運搬機械が関係していること、５月中

旬から６月初めまでの２週間に４人の方が亡くなっていることから、平成27年６月５日付け

で、管内の労働基準監督署に対し、死亡災害が発生している業種及び労働災害が増加してい

る業種に属する事業場に対する監督指導、個別指導等の効果的な実施と全国安全週間実施要

綱説明会等の機会を捉えて注意喚起を促すよう指示するとともに、労働災害防止団体をはじ

め各種団体等（県内47団体）へ死亡災害の根絶に向けて緊急要請を行いました。 
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愛媛労働局 
死亡災害事例（平成27年）・６月１日現在 

発生月日 業種 概要 備考 

1月13日 鉄鋼業 フレコンバックをフォークリフトで移動

させるため、フレコンバックの吊りベルトに

フォークリフトの爪を引っ掛ける作業を行

っていたとき、フォークリフトが前進し、作

業を手伝っていた被災者がフォークリフト

の爪と後部に置いていた物との間に挟まれ

た。 

60歳代 

男性 

4月3日 商業  トラックを運転し配達中、トンネルの出口

付近の緩やかなカーブで中央線をはみ出し、

対向のトレーラーと正面衝突した。 

60歳代 

女性 

5月16日 道路貨物 

運送業 

 製材所内でサイロから大型トラックの荷

台におがくずを積載する作業を行っていた

被災者が、トラック荷台でおがくずに埋もれ

た。 

30歳代 

男性 

5月28日 清掃と畜業  坂道に停車していたダンプトラックが動

き出したため、付近にいた被災者が、坂道の

突き当りの倉庫とダンプトラックの間に挟

まれた。 

50歳代 

男性 

5月28日 商業  移動式クレーンを使用して鋼材を積み込

むためトラックの屋根上で作業していたと

き、アウトリガーが浮き上がり、逃げようと

した被災者がトラックの屋根から墜落した。 

60歳代 

男性 

6月1日 土木工事業 移動式クレーン仕様の車両系建設機械を

使用して鋼材を吊り上げ水平移動していた

とき、誘導をしていた被災者がつまずいて転

倒した際に鋼材に接触し、動揺した鋼材に激

突された。 

60歳代 

男性 

※５月16日～６月１日の約半月の間に４人が死亡。 

 


